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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

年 東京都 新宿区 地元

2017
(H29)

2018
(H30)

2018年5月～

下宮比町地区
まちづくり勉強会

2019
(R1)

2019年3月

飯田橋駅東口周辺地区
まちづくり構想

2019年4月～

下宮比町地区
再開発協議会

2020
(R2)

2020年9月

飯田橋駅周辺基盤再整備構想

2021
(R3)

2022
(R4)

2022年1月

飯田橋駅前地区地区計画決定
2022年8月

飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン

2022年7月～

下宮比町地区
再開発準備組合

2023
(R5)

2023年4月

飯田橋駅周辺基盤整備方針

2024
(R6)

2025
(R7)

2025年7月

飯田橋駅周辺基盤整備計画

2026
(R8)

Ⅰ．計画概要

■ 現況図 兼 付近見取図

■計画諸元

計画地 東京都新宿区下宮比町地区内

用途地域 / 指定容積率 / 指定建蔽率 商業地域 / 513%（500%、600%）/ 80%

地域地区等 防火地域・50m高度地区

計画手法 再開発等促進区を定める地区計画

事業手法 第一種市街地再開発事業（組合施行）

市街地再開発事業の区域面積 約2.0ha

敷地面積 約14,700㎡

延床面積 約208,000㎡（予定）

計画容積率 1,050％（予定）

主要用途 事務所､店舗､住宅､宿泊施設､駐車場等

建物高さ 約180m（予定）

工期（予定） 着工：2029年度以降 全体竣工：2038年度

■まちづくりの経緯

2017年以前の取り組み
(H22～)飯田橋周辺基盤整備連絡調整会議
（都、３区を基本→方針決定後、鉄道事業者及び
東京都交通局が参加)

都市づくりのグランドデザイン
(2017(H29)年9月)

2019.11

2023.3

飯田橋駅周辺
基盤再整備構想

(2020(R2)年9月)

飯田橋駅周辺
基盤整備方針

(2023(R5)年4月)2023.5

新宿区まちづくり長期計画

都市マスタープラン／まちづくり戦略プラン 

(2017(H29)年12月)

2017.4

2019.4

飯田橋駅東口周辺地区
まちづくり協議会

新宿区・地域住民等(新小川町、筑土八
幡町、下宮比町、津久戸町、揚場町)

飯田橋駅東口周辺地区
まちづくり構想

(2019(H31)年3月）2019.5

2020.2

新小川町・津久戸町
放射第２５号線沿道地区
まちづくり勉強会

新宿区・地域住民等(新小川町１番、２番
の全域及び３番、４番の各一部、筑土八
幡町１番の一部、津久戸町５番の一部)

2020.8

2022.9

飯田橋駅前地区
まちづくり勉強会

新小川町・津久戸町
放射第25号線沿道地区
まちづくりガイドライン

(2020(R2)年12月)

区域拡大

飯田橋駅前地区
地区計画 決定

(2022(R4)年1月)

飯田橋駅前地区
基盤整備ビジョン

(2022(R4)年8月)

飯田橋駅直近ゾーン
まちづくり検討会

新宿区・地域住民等(下宮比町・揚場町)

2018.5

2019.3

下宮比町地区
まちづくり勉強会

2018.5～アドバイザーとして
 熊谷組が参加

2018.9～アドバイザーとして
日鉄興和不動産が参加

2019.4

下宮比町地区
再開発協議会

2022.7

飯田橋駅周辺
基盤整備計画

（2025(R7)年7月)

新宿区まちづくり長期計画

まちづくり戦略プラン 改定 

(2023(R５)年7月)

飯田橋駅周辺
基盤整備方針検討会
国・都・3区・鉄道事業者

飯田橋駅周辺
基盤整備推進会議
都・3区・鉄道事業者
(事務局：東京都交通企画課、UR)

飯田橋駅東口周辺地区
まちづくり協議会

新小川町・津久戸町
放射第２５号線沿道地区
まちづくり勉強会

飯田橋駅直近ゾーン
まちづくり検討会
新宿区・地域住民（下宮比町・揚場町）

飯田橋駅前地区
まちづくり勉強会

＜今後の事業スケジュール（予定）＞
都市計画手続き着手 ：2026年7月
都市計画決定 ：2027年3月
着工     ：2029年度以降
供用開始     ：2037年度以降（一部）

  2038年度以降（全体）

都
基盤再整備構想対象エリア

基盤整備方針・基盤整備計画対象エリア

区

飯田橋駅東口周辺地区まちづくり構想検討エリア

新小川町・津久戸町放射第25号線沿道地区まちづくり
ガイドライン対象区域

飯田橋駅前地区 地区計画 放射第25号線沿道地区

飯田橋駅前地区まちづくり勉強会対象区域
飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン区域

飯田橋駅前地区 地区計画区域

飯田橋駅直近ゾーンまちづくり検討会区域

＜関連計画・会議体の対象範囲＞

揚場町

下宮比町

文京区

千代田区

新宿区

V
外堀通り計画地

N

小石川
運動場

小石川
後楽園

津久戸
小学校

JCHO
本館

JCHO
別館

筑土八幡
神社

(東口)

筑土八幡町
交差点

飯田橋
交差点

(西口)
東京理科
大学

白銀公園

新小川公園

区政会館

東京都立
文京盲学校

首都高速
飯田橋入口

新宿区
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

■上位計画等の位置づけ

〇都心の主要なビジネス、観光エリアとアクセスしやすい
交通利便性の高い飯田橋駅前の立地

○飯田駅周辺の開発により、都市基盤整備やオフィス・住宅等の都市機能
強化、オープンスペースの整備等が進み、利便性や環境増進が進む

○近隣に外濠、神田川、小石川後楽園、神楽坂などの歴史的資源や自然資
源、観光資源が集積

○駅前街区において老朽化建物の共同化が進みにくい
・老朽建物、耐震化済み建物、建替え済みの建物が混在（収益性の高い立地故、
個別の土地活用や機能更新が進んでおり全面的な共同化が難しい）

○駅と駅、駅とまち、まちとまちのアクセスがしにくい
・駅周辺の歩道等の混雑や歩道のない道路、幹線道路や川により分断された
街区間をつなぐ横断歩道橋は交通量に対して幅員が狭く、一部バリアフリー
未対応

○オープンスペースの不足
・東口エリアは地域の方や駅利用者が憩うことのできる広場や公園等が乏しい
・駅前空間においてみどりが感じられる空間が少ない

○都市機能強化が必要
・立地特性を踏まえたインバウンド向けなど宿泊施設が少ない、地域医療機能
の更新・強化の必要性

飯田橋駅駅前地区基盤整備ビジョン（令和４年新宿区）

歴史と暮らし・賑わいが多層に重なり合い誰もが快適に過ごせる水とみどりの飯田橋

○多層に行きかうことができる安全で快適な歩行者空間の形成
・地区内及び周辺地域との連携による回遊性の強化
・駅とまちをつなぐ、安全で快適な歩行者空間の整備促進
・ユニバーサルデザインに配慮した、まちの顔となる印象的な滞留空間の整備促進

○多層につながる賑わいと潤いあふれる空間の創出
・外濠や神田川などと連続したみどりの創出
・歴史的資源と調和した賑わいのある街並みの形成
・多機能で誰もが使いやすいオープンスペースの整備促進

○利便性を活かした都市機能の充実
・住・商業・業務の調和した賑わいの創出
・適切な駐車場・駐輪場の整備促進
・建物更新等による防災性の向上
・ゼロカーボンシティの実現に向けた、環境に配慮した取組の促進

飯田橋駅周辺基盤整備計画（令和7年 飯田橋駅周辺基盤整備推進会議）

業務、商業、宿泊、住宅、教育、医療施設、公共施設など多様な機能が集積し、
周辺への波及効果を高める「活力とにぎわい」のある駅前拠点

○道路・歩行者ネットワークの改善・強化
・「駅と駅」のつながりを強化する
・「駅とまち」のつながりを強化する
⇒駅周辺のまちづくりによる歩行者デッキの整備
⇒地上・地下・デッキレベルの歩行者空間の拡充
⇒縦動線や滞留空間の確保
⇒デッキ再整備による歩車分離

○まちの機能の強化
・「まちとまち」のつながりを強化する
・まちの顔となる、ゆとりと賑わいある広場空間を創出する
⇒駅周辺の歩行者空間の整備によりシームレスに移動しやすい経路の確保
⇒飯田橋の玄関口に相応しいまちの顔となるゆとり・にぎわい・潤いのある空間を創出
⇒駅周辺のまちへの歩行者ネットワークの起点となる滞留空間や地下鉄駅からつながる縦
動線の整備

○災害への対応力の強化
・災害時にも安心して避難・滞在できる環境を整備する
⇒一時滞在できる空間と安全な避難経路の確保
⇒緊急車両の円滑な移動の確保とデッキレベル動線の再整備

○魅力的な景観・環境づくり
・既存のみどりを生かした、目に見えるみどりのネットワーク形成
・人々が憩うみどりの空間
・周辺の景観に配慮した視認性の高い広場や地下鉄出入口

⚫ 老朽化建物の建替えや共同化等による飯田橋
駅前にふさわしい顔づくり

⚫ 外濠、神田川等の歴史資源や豊かな自然環境と
調和した街並み形成や駅前空間の形成

❶ 飯田橋駅前における老朽市街地の更新

⚫ 周辺開発と連携し、「駅と駅」、「駅とまち」を
つなぐ歩行者ネットワークの拡充

⚫ 歩行者動線におけるゆとりある幅員の確保
やバリアフリー化等による利便性の強化

❷ 駅と駅、駅とまちをつなぐ
 都市基盤の更新

❸ 立地を活かした複合市街地拠点の形成

⚫ 都心における飯田橋駅、およびその駅前の立地
を活かした、業務、商業、宿泊、居住、医療等の
多様な都市機能の強化

⚫ 駅前として賑わいを創出する機能、印象的な   
駅前空間の整備

⚫ 地域の憩いや交流空間となる広場空間の充実

❹ 環境負荷低減・防災性の向上

⚫ 2050年ゼロエミッションの実現に向けた環境
負荷低減への配慮

⚫ 周辺の豊かな自然環境と連続・調和した
みどりのネットワークの形成

⚫ 緊急輸送道路に囲まれた街区における旧耐震  
建物の更新による街区一体での耐震性・防災性
の強化

⚫ 駅前拠点としての帰宅困難者への対応

□飯田橋駅前にふさわしい拠点形成、     
東口駅前空間の創出

□周辺開発と連携して飯田橋駅周辺の
交通乗換利便性や駅からまちへの回遊性、
防災性を高める都市基盤の強化

新宿区まちづくり戦略プラン（令和5年新宿区）

住・商業・業務が調和した賑わい創出の推進

○新たな拠点と基盤整備の推進
・周辺地域をつなぎ回遊性を高める、歩行者ネットワークの形成
・新宿の東の玄関口として新たな拠点となるよう、回遊性の向上、賑わいの形成、防災性の向上、
環境に配慮したまちづくりなどを誘導
・地域特性にふさわしい宿泊機能の整備を誘導
・更新期を迎えた建物の建替え促進

○誰もが快適に移動できる趣ある空間形成
・誰もが安全で快適に歩行できる空間の整備、飯田橋歩道橋のバリアフリー化
・各鉄道間の利便性の高い乗換ルートなど駅周辺における移動の円滑化
・神楽坂や外濠の景観に配慮した、良好な景観の形成
・誰にでもわかりやすく移動しやすい都市空間の形成

○安心して人々が集える街の創造
・街区単位での建替えによる防災性の向上
・飯田橋駅を中心とした多くの来街者を考慮した帰宅困難者対策

■立地特性・ポテンシャル

■計画地及び周辺地域の課題

再開発の目標

Ⅰ．計画概要
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

１．飯田橋駅周辺エリアの交通利便性向上や地域環境改善に資する都市基盤の整備

（１）飯田橋駅周辺における都市基盤施設の整備への協力

（２）地下、地上、デッキをつなぐ立体広場の整備

（３）デッキ・地上の歩行者ネットワーク整備 （４）地域広場の整備

２．地域の交流拠点形成に向けた都市機能の導入

（1）宿泊施設の整備

（２）地域医療機能の更新への協力

３．環境負荷低減と防災対応力強化

（１）環境負荷低減に向けた取組

（２）地域の防災対応力強化に向けた取組

計画容積率 1,050％

敷地面積 約14,700㎡

延床面積 約208,000㎡

最高建物高さ A棟・B棟：約180m、C棟：約50m

主要用途 事務所、店舗、住宅、ホテル、駐車場等

C棟

地域広場

JCHO東京新宿
メディカルセンター

本館

津久戸小学校

N

飯田橋交差点

50 100m0

〈平面イメージ〉

JR飯田橋駅

メトロ出口
(C1)

メトロ出口
(B1)

筑土
八幡神社

（３）周辺地域の回遊性を
高める歩行者空間の拡充

（３）デッキネットワークの形成

（２）東口の立体広場の整備

（１）飯田橋駅周辺における
都市基盤施設の整備への協力

地区内地上レベル

地区内デッキレベル

当地区で整備・強化するネットワーク

地区外デッキレベル

既存の周辺ネットワーク

地区外地上レベル

地区外地上レベル

（３）周辺道路の無電柱化

（４）地域の交流空間となる広場の整備

B棟
（住宅棟）

A棟
（業務棟）

立体広場

(2)都営大江戸線との接続※

新設出入口
（EV）

飯田橋駅周辺基盤整備計画に
記載された歩行者デッキ等

〈断面構成・導入用途イメージ〉

〈計画諸元〉

（X-X’断面イメージ）

駐車場等

大江戸線との接続※ ▼B3FL

立体広場

EV等

B棟 A棟

住宅

店舗

宿泊施設

事務所

会議室等

病院関連機能

機械室
デッレキベル

3FL▼

１FL▼ 地域広場事務所

住宅

C棟

デッキ接続

キープラン

C棟 X’

X

A棟
Ｂ棟

〈大久保通り沿い断面イメージ〉
A棟B棟

JCHO東京新宿
メディカルセンター本館

西側道路放射
第25号線

地域広場

都営大江戸線

歩行者デッキ

目白通り

新設出入口※

地上レベル動線

立体広場

デッキレベル動線

※都営大江戸線については、接続する方針で詳細調整中です。

Ⅰ．計画概要

※都営大江戸線については、接続する方針で詳細調整中です。

※都営大江戸線については、接続する方針で詳細調整中です。
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

○まちの成り立ち

⚫ 江戸時代に地区西側の高台には筑土八幡神社、地区内の武家屋
敷内にも宮比神社が建立されていた

八幡神社

筑土神社

□東京市牛込区全図（明治40年）

○地形

⚫ 神田川と外堀に沿って低地が広がる。西側は標高が高くなり、
地区内は大久保通りに沿って約５ｍの高低差がある

○自然環境・オープンスペース

⚫ 神田川、外堀の水辺空間、社寺のみどり、幹線道路沿いの街路樹など
緑化空間が形成されているが、地区周辺には公園や広場等が少ない

□地形図

大久保通り沿いの街路樹（フウ） 目白通り沿いの街路樹（クスノキ）と神田川西側道路沿いの傾斜大久保通り沿いの傾斜地区西側にある筑土八幡神社の高台 筑土八幡神社境内の緑地

○都市基盤

⚫ 都道目白通り、大久保通り、外堀通りといった幹線道路に面し、
これらが交差する五差路に接している

□計画地周辺の水辺、公園・オープンスペース、街路樹等の分布

⚫ 飯田橋交差点の横断歩道橋は交通量に対して幅員が狭く、
一部バリアフリー未対応で、再整備が検討されている

⚫ 鉄道5路線が乗入れ、各所に駅出入口があるものの、

    当地区には地下鉄から直接アクセスできる出入口がない

Ⅱ．地区特性

C3出口
(ESC)

B1出口
(階段)

A2出口
(階段)

A1出口
(階段)

A4出口
(階段)

C1出口
(ESC)

B5出口
(ESC)

A3出口
(階段)

メトロ
EV出口

C2出口
(大江戸線EV出口)

JR飯田橋
駅（東口）

B

B

B

B

B

B

B

下宮比町

新小川町

幹線道路に囲まれ、
駅へのアクセスが不便な市街地

駅出入口

EV

ESC / 階段

地下鉄駅改札口

都営大江戸線

東京メトロ東西線

東京メトロ南北線
・有楽町線

バス停B
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

0 100 200 300 500ｍ

当地区

文化教育施設

住宅中心

業務中心
店舗・住宅・業務混在

文化教育施設

新小川町

津久戸町

揚場町

後楽二丁目

○まちの成り立ち

⚫ 江戸時代に地区西側の高台には筑土八幡神社、地区内の武家屋敷内にも宮比神社が建立されていた

⚫ 外堀や神田川の水が落ちる音から「どんどん牛込」として親しまれた

○地形・自然環境

⚫ 神田川と外堀に沿って低地が広がる。西側は標高が高くなり、地区内は大久保通りに沿って約５ｍの高低差がある

⚫ 神田川、外堀の水辺空間、社寺や公園のみどり、幹線道路沿いの街路樹など豊かな緑化空間が形成されているものの、
地区周辺には公園や広場等が少ない

○都市基盤

⚫ 都道目白通り、大久保通り、外堀通りといった幹線道路に面し、これらが交差する五差路に接している

⚫ 飯田橋交差点の横断歩道橋はバリアフリー動線がなく老朽化していることから、横断歩道橋の再整備が検討されている

⚫ 鉄道5路線が乗入れ、各所に駅出入口があるものの、各駅から当地区へのバリアフリー動線が乏しい

○土地利用

⚫ 地区内、周辺には業務系用途を中心に商業・住居系用途が混在し、総合病院、小学校などの公共施設が立地。北西側には
住宅を中心に事務所が混在している

○周辺開発動向

⚫ 当地区を含む周辺エリアには、絶対高さ制限により中小規模の建物が密集している

⚫ 飯田橋駅周辺において再開発の動きが多数あり、オフィスビルを中心とした更なる大街区化、高度利用化が想定される

⚫ 将来的には、計画地の幹線道路を挟んだ東側および南側において約130m～170mの高層棟が建ち並ぶ計画

○周辺景観特性

⚫ 幹線道路沿いは水平基調の建物が比較的多く建ち並んだ整然とした街並みを形成し、足元には豊かな街路樹が連続

⚫ 近傍の神楽坂エリアはヒューマンスケールな歩行者空間に店舗等が建ち並んだ界隈性のある街並みを形成

⚫ 五差路交差点に面する当地区は飯田橋駅や幹線道路からのアイストップとなる

○土地利用

⚫ 地区内、周辺には業務系用途を中心に商業・住居系用途が混在し、総合病院、小学校などの公共施設が立地

⚫ 放射第25号を挟んだ北西側には住宅を中心に事務所が混在している

○建物高さ・周辺開発動向

⚫ 当地区を含む周辺エリアには、絶対高さ制限により40～50m程度の中規模の建物が集積している

⚫ 飯田橋駅周辺において再開発の動きが多数あり、更なる大街区化、高度利用化が想定される

⚫ 将来的には、計画地の幹線道路を挟んだ東側・南側において約130m～170mの高層棟が建ち並ぶ計画

0 100 200 300 500ｍ

新小川町

津久戸地区

揚場町地区

後楽二丁目地区

名称 ①飯田橋ファーストタワー ②飯田橋プラーノ ③飯田橋サクラパーク

写真

竣工年 2010年 2009年 2014年

78,397㎡ 73,993㎡ 68,523㎡／124,002㎡

約150m 約130m 約150m／約150m

用途 オフィス、住宅、ホール 住宅、商業 住宅／オフィス、商業

名称 ⑤飯田橋東地区
⑦富士見二丁目

3番地区

写真

竣工年 2034年（予定） 2026年（予定） 2029年（予定） 2029年（予定）

約300,000㎡
（予定）

約46,500㎡
（予定）

約74,400㎡／25,500
㎡

（予定）

約45,000㎡
（予定）

約170m（予定） 約130m
約150m／約100m

（予定）
約130m

用途
設／住宅、保育施設

オフィス、住宅、
公共公益施設等

飯田橋ファーストタワー
（約150m）

飯田橋プラーノ
（約130m）

飯田橋サクラパーク
（約150m、約150m）

飯田橋二丁目南地区
（約170m予定）

飯田橋東地区
（約130m）

富士見二丁目３番地区
（約130m）

Ⅱ．地区特性

JCHO(本館)

JCHO(別館)

津久戸小学校

新小川町

津久戸町

揚場町町

教育文化施設

厚生医療施設

事務所建築物

専用商業施設

住商併用建物

宿泊・遊興施設

倉庫運輸関係施設

独立住宅

集合住宅

住居併用工場



6

※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

○周辺景観特性

⚫ 幹線道路沿いは高さ40～50ｍ程度の建物が建ち並び、水平基調の建物が比較的多く建ち並んだ整然とした街並みを形成し、足元には豊かな街路樹が連続

⚫ 近傍の神楽坂エリアはヒューマンスケールな歩行者空間に店舗等が建ち並んだ界隈性のある街並みを形成

⚫ 五差路交差点に面する当地区は飯田橋駅や幹線道路からのアイストップとなる

JCHO
別館

JCHO
本館

飯田橋交差点

⑤

②

⑥

①

③

⑦

⑧

津久戸
小学校

新宿区立
新小川公園

N
飯田橋

ファーストタワー

④

新小川町

揚場町

津久戸町

セントラル
プラザ

筑土八幡神社

• 街路樹が連続し、軒高さの揃った連続的な街並みを形成。
• 神田川上部の高速道路により、神田川の存在が感じられに
くく、閉塞感や対岸街区との心理的な境界が生じている。

③目白通り

• 五差路のアイストップとなり、横断歩道橋からも視認性が
高い

②飯田橋交差点

①外堀通り

• 外濠自体は視認されないが、樹幹の大きな豊かな街路樹
によりみどりが感じられる通り空間が形成されている。

• 40～50m程度の事務所・集合住宅等が建ち並ぶ。
• 生垣などの緑化により落ち着いた街並みが形成されて
いる。

• 大久保通りの突き当りには高台にある筑土八幡神社の
鳥居と豊かな緑が視認される

約150m

• 勾配のある大久保通り沿いには連続的な街路樹と低層部
は店舗が並び連続的な賑わいが感じられる街並みを形成

⑦大久保通り

• ヒューマンスケールな歩行者空間に店舗等が建ち並んだ
界隈性のある街並みを形成

⑧神楽坂

⑥筑土八幡神社 ⑤区道36-880号（隣接街区） ④区道36-880号

• 40～50m程度の事務所・集合住宅等が建ち並ぶ。
• 生垣などの緑化により落ち着いた街並みが形成されて
いる。

Ⅱ．地区特性
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

⚫ 歴史的資源や緑と調和した景観（A）
⚫ 歴史・文化・自然資源と調和した、首都の風格を際立たせる景観形成（E)
⚫ 史跡江戸城外堀跡の水と緑をはじめ、地域特性を一体的に生かして景観形成を推進(E)
⚫ 地域に刻まれた「まちの記憶」を活かした景観形成（F）
⚫ 変化に富んだ地形、神田川・外濠などの水辺などを新宿区の景観の財産として景観形

成を誘導（F）
⚫ 水辺とみどり豊かな潤いのある景観形成を進める（F)
⚫ 神楽坂や外濠の景観に配慮した、良好な景観の形成を図る(G)
⚫ 神田川や外濠等の水辺景観と調和した施設整備、東京を代表とする貴重な外濠周辺の

都市景観の形成（J)

景観形成
の目標・
考え方

配置

規模・
高さ

形態・意匠

低層部

オープン
スペース

A. 都市づくりのグランドデザイン（平成29年9月）
B. 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和3年3月）
C. 新しい都市づくりのための都市開発諸制度活用方針（令和6年3月改定）
D. 飯田橋駅周辺基盤整備計画（令和7年7月）
E. 東京都景観計画（平成30年8月改定）
F. 新宿区まちづくり長期計画「都市マスタープラン」（平成29年12月）
G. 新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」（令和5年7月改定）
H. 新宿区みどりの基本計画（平成30年3月改定）
I. 飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン（令和4年8月）
J. 新宿区景観まちづくり計画（令和5年3月改定）
K. 新宿区景観形成ガイドライン（令和5年3月改定）
L. 飯田橋駅前地区地区計画（令和4年1月決定）

外濠・神田川の歴史的資源や水や緑と調和した潤いある景観形成

みどり

夜景

⚫ 駅とまちをつなぐ“印象的で分かりやすい”空間の整備（D)
⚫ 首都東京が有する歴史性と象徴性を併せ持った風格あるランドマークや眺望景観（E)
⚫ 地域の特色を生かし、風格のあるまちなみの形成や快適な歩行者空間の整備などを進

め、賑わいのある景観を創出（F）
⚫ 飯田橋駅－地域の景観特性を活かした駅前景観づくり（J）
⚫ 鉄道の車窓からのシークエンス景観に配慮し、外濠でしか得られない、みどりで包ま

れた眺め、歴史と風格を感じる眺め、開放感のある眺めなどの保全と創出を図る(J)
⚫ 交通の要所であり、エリアの顔となる飯田橋駅前は、五差路上の歩道橋からの眺めを

風格のある街路景観とするとともに、地上部は賑わいのある景観とする（K)
⚫ 幹線道路沿いでは、賑わいやゆとりを感じさせる快適な歩行者空間をつくる（K)
⚫ アイストップとなる道路の折れ曲がり部分や突き当たり部分などを活かした景観をつ

くる（K)
⚫ 賑わいや周辺環境に配慮された建築物を誘導し、幹線道路沿道にふさわしい街並み景

観を形成（L）

交通の要所である飯田橋駅前、幹線道路沿いにふさわしく、
風格や賑わいが感じられる景観形成

⚫ 壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、周辺の街並みに配慮した配置とする
(E)

⚫ 神田川にも建築物の顔を向けた配置とする(E)

⚫ 隣地間隔や隣棟間隔を十分確保し、庭園からの眺望の開放感を阻害しないようにする(E)

壁面の位置の連続性や隣棟間隔にも配慮しながら、
神田川への顔向けを意識した配置

⚫ 高さは、周辺建築物群のスカイラインとの調和を図り、著しく突出した高さの建築物
は避ける(E)

⚫ 神田川沿いの散策路や橋梁などの周辺の主要な眺望点からの見え方に配慮する(E)

周辺とのスカイラインの調和

⚫ 外壁は、神田川に面して長大な壁面を避けるなど、圧迫感の軽減を図る（E）

⚫ 長大な壁面を生じさせないようにし、壁面を分割するなど、庭園からの眺望に対して、圧迫感を感じ
させないようにする（E）

神田川からの眺望に対して圧迫感を感じさせない配慮
（長大壁面を避ける、壁面の分節化等）

外濠からの見え方に配慮し、周辺建築物や自然環境、歴史的資源との調和を図っ
た、伝統やおもむき、風格を感じさせる形態・意匠

⚫ 建築物全体及び隣接する建築物等との形態のバランスを検討し、特に庭園景観の背景としてふさわし
い落ち着いた意匠とする（E)

⚫ 形態・意匠は、建築物自体のバランスだけでなく、水辺の自然環境や周辺建築物と調和を図る（E）

⚫ 外壁等を自然素材や落ち着きのある色彩、歴史を偲ぶ外構などとした、神楽坂や外濠と調和したデザ
イン(I)

⚫ 外装の色彩や素材は、隣接する建築物や周辺景観との調和を図る。(J)

⚫ 形態意匠は、建築物単体のバランスだけでなく、外濠と周辺建築物等が一体となった歴史あるおもむ
きを感じる景観の創出に配慮する(J)

⚫ 駅前の賑わい拠点に相応しい形態意匠とする（K）

⚫ 駅前の角地に位置する建築物は、まちなみのシンボルとなることを考慮した意匠とする（K）

⚫ ファサードの連続性を意識し、落ち着いた形態意匠とする（K）

⚫ ゆとりある通行機能及び人々が交流・滞留できる機能を備えた、まちの顔となる広場空間を整備（E）

⚫ 建物低層部を人々の活動が感じられる開放的な設えなどとした、賑わいのある街並みの形成（I）

⚫ 低層部は開放的なつくりとし、賑わいを感じさせる沿道景観を形成する（K）

賑わいが感じられる沿道景観を形成する低層部の開放的な設え

⚫ 隣接する敷地や公共施設と一体となったオープンスペースを新たに創出（J）

⚫ 神田川沿いにオープンスペースを確保し、隣接するオープンスペースと連続性を持たせる（E）

⚫ 五差路付近や地下鉄出入口周辺などにおける、待ち合わせや憩い・交流の場となる多層に繋が
る印象的な滞留空間の整備（I）

⚫ 誰もが利用しやすい居心地の良い空間やゆとりある都市空間、地域コミュニティの場となる新
たな賑わい空間等の創出（J）

⚫ 公園・緑地などと一体となった厚みとつながりのあるみどりの充実（C）

⚫ 周辺のみどりと、駅周辺のまちづくりによって新たに創出されるみどりがつながる、面的な緑の
ネットワークを拡大（Ｄ）

⚫ 敷地外周部は緑化を図り、庭園の緑との連続性を確保し、潤いのある空間を創出(E)

⚫ 幹線道路沿道の良好なみどりによる景観づくり（H)

⚫ 外濠のみどりとの連続性を確保し、潤いのある空間の創出(J)

⚫ 道路に面した場所などにおける、人の目にとまりやすいみどりの整備（I）

外濠のみどりと一体となった厚みや潤いのあるみどりや
幹線道路沿道のみどりとのつながりのあるみどりの充実

周辺環境との連続性や一体性に配慮し居心地の良いオープンスペースの整備

⚫ 皇居周辺では、豊かな自然環境や生態系に配慮し、皇居の森やお濠の暗さを生かした美しく落
ち着きのある印象的な夜間景観を形成(E)

⚫ 幹線道路は、機能的な明るさを確保した上で、都市軸として連続性のある夜間景観を形成(E)

⚫ 皇居周辺では、豊かな自然環境や生態系に配慮し、皇居の森やお濠の暗さを生かした美しく落
ち着きのある印象的な夜間景観を形成(E)

⚫ 中核的な拠点では、東京の活力、にぎわい、夜の文化を発信する光で演出(E)

⚫ 幹線道路は、機能的な明るさを確保した上で、都市軸として連続性のある夜間景観を形成(E)

⚫ 歴史的資源や緑と調和した景観（A）
⚫ 歴史・文化・自然資源と調和した、首都の風格を際立たせる景観形成（E)
⚫ 史跡江戸城外堀跡の水と緑をはじめ、地域特性を一体的に生かして景観形成を推進(E)
⚫ 地域に刻まれた「まちの記憶」を活かした景観形成（F）
⚫ 変化に富んだ地形、神田川・外濠などの水辺などを新宿区の景観の財産として景観形成

を誘導（F）
⚫ 水辺とみどり豊かな潤いのある景観形成を進める（F)
⚫ 神楽坂や外濠の景観に配慮した、良好な景観の形成を図る(G)
⚫ 神田川や外濠等の水辺景観と調和した施設整備、東京を代表とする貴重な外濠周辺の都

市景観の形成（J)
⚫ 外濠でしか得られない特徴ある眺めを美しい都市景観として守り育てる(J)
⚫ 「外濠の記憶」を活かしたみどり豊かな水辺の歩きたくなる空間を創出する(J)

外濠・神田川・小石川後楽園といった歴史的資源や水と緑を活かし、
調和した潤いある景観形成

一般地区の景観形成基準

形態
意匠

外壁の色彩や素材は、隣接する建築物や周辺景観との調和を図る。

形態意匠は、建築物単体のバランスだけでなく、隣接する建築物や周辺景観との調和を図る。

色彩は、別表３の色彩基準に適合するとともに、隣接する建築物や周辺景観との調和を図る。

▫ 敷地内に歴史的な建造物や残すべき自然などがある場合は、積極的にこれらを活かす。

▫ 隣接する建築物の壁面等の位置を考慮した配置とする。

▫ 附帯する設備等は、建築物と一体的に計画するか、歩行者や水平方向からの見え方に配慮し、緑化や目隠
しなどによる修景を行う。

▫ 附帯する構造物や施設等は、建築物との調和を図るとともに、歩行者からの見え方に配慮した修景をする。

▫ 外構は、敷地内のデザインだけでなく、隣接する敷地や道路など、周辺景観との調和を図る。

▫ 敷地内はできる限り緑化を行う。

▫ 周辺との調和に配慮しつつ、夜間の魅力向上に寄与する効果的な照明とする。

▫ ビル名や店名などの自家用広告物、第三者広告物等の屋外広告物の掲出については、建築物の設計の早い
段階から、周辺景観や建築物等へ配慮する。

▫ 隣接する敷地や公共施設と一体となったオープンスペースを新たに創出するなど、周辺景観に配慮した配
置とする。

▫ 壁面の位置の連続性や、適切な隣棟間隔の確保など、隣接する建築物や周辺景観との調和を図る。

▫ 周辺の主要な眺望点（道路、河川、公園など）からの見え方に配慮するとともに、周辺の建築物のスカイ
ラインとの調和を図る。

▫ 緑化にあたっては、生態系にも配慮した樹種の選定を行うとともに、積極的に屋上や壁面の緑化を行う。

【景観形成の方針】

（１）基本方針

視点１）変化富んだ地形を活かす

視点２）まちの記憶や文化を活かす

視点３）水とみどりを活かす

（２）広域的な景観形成方針
• 幹線道路沿道における景観形成
（緑化や壁面後退による快適な歩行者空間の創出、地域特性を反映した統一感のある景観の創出）

• 駅前景観の形成
（飯田橋駅－地域の景観特性を活かした駅前景観づくり）

• 水辺景観の形成
（神田川や外濠等の水辺景観と調和した施設整備、東京を代表とする貴重な外濠周辺の都市景観の形成）

• 夜間景観の形成
（地域特性に応じた照明計画、用途にあった照明の活用）

• 公共空間の景観形成
（誰もが利用しやすい居心地の良い空間やゆとりある都市空間、地域コミュニティの場となる新たな賑わい
空間等の創出）

⚫ 建築物全体及び隣接する建築物等との形態のバランスを検討し、特に庭園景観の背景としてふさわし
い落ち着いた意匠とする（E)

⚫ 形態意匠、色彩、配置は、外濠からの見え方に配慮(J)

⚫ 形態・意匠は、建築物自体のバランスだけでなく、水辺の自然環境や周辺建築物と調和を図る（E）

⚫ 外壁等を自然素材や落ち着きのある色彩、歴史を偲ぶ外構などとした、神楽坂や外濠と調和したデザ
イン(I)

⚫ 外装の色彩や素材は、自然素材にする、日本の伝統色を用いる、低彩度とするなど落ち着いたものと
し、外濠周辺の歴史あるおもむきや水とみどりに調和するものとする(J)

⚫ 形態意匠は、建築物単体のバランスだけでなく、外濠と周辺建築物等が一体となった歴史あるおもむ
きを感じる景観の創出に配慮する(J)

⚫ 形態意匠は、伝統と現代が重なった粋なデザインとするなど、外濠周辺の歴史あるおもむきと調和し
た質の高いもの、風格のあるものとする(J)

⚫ 駅前の賑わい拠点に相応しい形態意匠とする（K）

⚫ 駅前の角地に位置する建築物は、まちなみのシンボルとなることを考慮した意匠とする（K）

⚫ ファサードの連続性を意識し、落ち着いた形態意匠とする（K）

落ち着きのある印象的な夜間景観の形成

Ⅲ．上位計画等のまとめ
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

■ 地区特性

■ 景観形成の目標

■ 景観形成の基本方針

交通の要所である飯田橋駅前、幹線道路沿いにふさわしく、風格や賑わいが感じられる景観形成

外濠・神田川と調和したみどり豊かで潤いある景観形成

① 飯田橋駅周辺の拠点性に配慮したスカイラインの形成

② 周辺市街地へ配慮した高層棟の圧迫感低減

③ 品格ある高層部の景観の形成

① 飯田橋駅前におけるシンボル性の高いまちの顔の形成

② 神田川沿いのみどりが感じられ落ち着いた景観形成

① 大久保通り沿いの賑わいやみどりの連続性を
意識した低層部の景観形成

② 周辺市街地との連続性を意識したヒューマン
スケールな歩行者回遊空間の形成

遠景

夜景

中景 近景

■ 上位計画における位置づけ

○景観形成の目標・考え方

⚫ 外濠・神田川といった歴史的資源や水と緑と調和した潤いある景観形成

⚫ 交通の要所である飯田橋駅前、幹線道路沿いにふさわしく、風格や賑わいが感じ
られる景観形成

○配置、規模、高さ

⚫ 壁面の位置の連続性や隣棟間隔にも配慮しながら、神田川への顔向けを意識した
配置

⚫ 周辺とのスカイラインの調和

○形態・意匠

⚫ 神田川に対して圧迫感を感じさせない配慮（長大壁面を避ける、壁面の分節化等）

⚫ 外濠からの見え方に配慮し、周辺建築物や自然環境、歴史的資源との調和を図っ
た、伝統やおもむき、風格を感じさせる形態・意匠

○低層部

⚫ 賑わいが感じられる沿道景観を形成する低層部の開放的な設え

○オープンスペース

⚫ 周辺環境との連続性や一体性に配慮し居心地の良いオープンスペースの整備

○みどり

⚫ 外濠のみどりと一体となった厚みや潤いのあるみどりや幹線道路沿道のみどりと
のつながりのあるみどりの充実

○夜間景観

⚫ 落ち着きのある印象的な夜間景観

飯田橋駅前の拠点として周辺との一体感や品格
を意識した都市景観の形成

駅前のシンボル性や目白通り・神田川沿いへの
顔づくりを意識した街並み形成

場所の特性に合わせて周辺との連続性や調和
を意識した低層部・歩行者空間・広場空間の形成

駅前の拠点性や周辺市街地に配慮した夜間景観の形成

① 飯田橋駅前に相応しい風格・品格ある象徴的な夜間景観の形成

② 周辺市街地へ配慮した落ち着きを感じる夜間照明計画

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-1．景観形成の基本方針

○まちの成り立ち

⚫ 江戸時代に地区西側の高台には筑土八幡神社、地区内の武家屋敷内にも宮比神社が建立されていた

○地形・自然環境

⚫ 神田川と外堀に沿って低地が広がる。西側は標高が高くなり、地区内は大久保通りに沿って約５ｍの高低差がある

⚫ 神田川、外堀の水辺空間、社寺や公園のみどり、幹線道路沿いの街路樹など豊かな緑化空間が形成されているものの、
地区周辺には公園や広場等が少ない

○都市基盤

⚫ 都道目白通り、大久保通り、外堀通りといった幹線道路に面し、これらが交差する五差路に接している

⚫ 飯田橋交差点の横断歩道橋は交通量に対して幅員が狭く、一部バリアフリー未対応で、再整備が検討されている

⚫ 鉄道5路線が乗入れ、各所に駅出入口があるものの、当地区への出入口はない

○土地利用

⚫ 地区内、周辺には業務系用途を中心に商業・住居系用途が混在し、総合病院、小学校などの公共施設が立地。北西側には
住宅を中心に事務所が混在している

○周辺開発動向

⚫ 当地区を含む周辺エリアには、絶対高さ制限により40～50ｍの中規模建物が集積している

⚫ 飯田橋駅周辺において再開発の動きが多数あり、オフィスビルを中心とした更なる大街区化、高度利用化が想定される

⚫ 将来的には、計画地の幹線道路を挟んだ東側および南側において約130m～170mの高層棟が建ち並ぶ計画

○周辺景観特性

⚫ 幹線道路沿いは水平基調の建物が比較的多く建ち並んだ整然とした街並みを形成し、足元には豊かな街路樹が連続

⚫ 近傍の神楽坂エリアはヒューマンスケールな歩行者空間に店舗等が建ち並んだ界隈性のある街並みを形成

⚫ 五差路交差点に面する当地区は飯田橋駅や幹線道路からのアイストップとなる
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

計画建物 後楽二丁目南地区
（約170m）

飯田橋駅
中央地区
（約150m） 飯田橋駅

東地区
（約130m）

飯
田
橋
交
差
点
▼

中低層の
住宅市街地

文京区側
（小石川後楽園等）

（約180m） （約180m）

② 皇居東御苑
（天守台南広場）

計画地

④ 飯田橋
一丁目交差点

① 飯田橋駅周辺の拠点性に配慮したスカイラインの形成遠景

【立地・景観特性】
•飯田橋駅周辺では、再開発による高度利用化が多数進められており、高層棟による群造景が形成されつつある。

【上位計画】
•周辺建築物群とのスカイラインとの調和を図り、著しく突出した高さの建築物は避ける（東京都景観計画-神田川景観基本軸）

後楽二丁目南地区

計画建物

飯田橋中央地区

飯田橋東地区
※後楽二丁目南地区の計画に遮蔽
され、計画建物は視認されない想定

① 市ヶ谷橋

1500m

1000m

500m

③ 小石川後楽園

飯田橋
交差点

小石川後楽園

後楽二丁目南地区
（TP＋約４m、高さ約１７０m）

東京ドームシティ

計画建物

中低層の
住宅エリア

事務所
集積エリア

飯田橋駅中央地区
（TP＋約５m、高さ約１５０m）

飯田橋駅東地区
（TP＋約５m、高さ約１３０m）

富士見二丁目３番地区
（TP＋約１２m、高さ約１３０m）

界隈性のある
商業賑わいエリア

飯田橋サクラテラス
（TP＋約19m、高さ約１５０m）

計画地
（TP＋約４～８m、高さ約１８０m）

計画建物
飯田橋駅中央地区

後楽二丁目南地区

皇居周辺の風格ある景観誘導に関わる眺望点
（特に配慮すべき外濠景観を望むことができる眺望点）

① 市ヶ谷橋

② 皇居東御苑
（天守台南広場）

皇居周辺の風格ある景観誘導に関わる眺望点
（特に風格ある景観を望むことができる眺望点）

計画建物

飯田橋駅中央地区

④ 飯田橋一丁目交差点

計画建物
飯田橋駅中央地区

飯田橋駅東地区

③ 小石川後楽園 小石川後楽園の景観誘導に関わる眺望点

後楽二丁目南地区計画建物

飯田橋中央地区

1月最新案

南側から見た飯田橋駅周辺エリア立面

飯田橋駅周辺における
拠点性のある群造景

〈周辺開発と調和した飯田橋駅周辺のスカイラインの形成〉

飯田橋
交差点

小石川後楽園

後楽二丁目南地区
（TP＋約４m、高さ約１７０m）

東京ドームシティ

中低層の
住宅エリア

事務所
集積エリア

飯田橋駅中央地区
（TP＋約５m、高さ約１５０m）

飯田橋駅東地区
（TP＋約５m、高さ約１３０m）

富士見二丁目３番地区
（TP＋約１２m、高さ約１３０m）

界隈性のある
商業賑わいエリア

飯田橋サクラテラス
（TP＋約19m、高さ約１５０m）

計画地
（TP＋約４～８m、高さ約１８０m）

計画建物

【計画方針】

飯田橋駅周辺の高層建築物群と調和した、一体的なスカイラインの形成

•計画建物は、周辺の竣工済み/計画検討中の開発に対して突出しない高さ設定とし、
スカイラインの調和を図る。

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-２．遠景における景観形成の方針
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

① 飯田橋駅周辺の拠点性に配慮したスカイラインの形成遠景

【立地・景観特性】
•計画地は、神田川や皇居、小石川後楽園等に対する景観への配慮が求められる範囲内に位置する。

【上位計画】
•特に風格ある景観を望むことができる眺望点及び特に配慮すべき外濠景観を望むことができる眺望点からの見え方については、
建築物の高さ、配置、形態、色彩等に関し、特段の配慮をする（東京都景観計画-皇居周辺の風格ある景観誘導）

•庭園内部の主要な眺望点からの見え方をシミュレーションし、庭園からの眺望を阻害する高さや規模とならないように配慮する
（東京都景観計画-文化財庭園等の眺望に配慮した景観誘導（小石川後楽園））

後楽二丁目南地区

計画建物

飯田橋中央地区

飯田橋東地区
※後楽二丁目南地区の計画に遮蔽
され、計画建物は視認されない想定

② 皇居東御苑
（天守台南広場）

計画地

④ 飯田橋
一丁目交差点

① 市ヶ谷橋

1500m

1000m

500m

③ 小石川後楽園

飯田橋
交差点

小石川後楽園

後楽二丁目南地区
（TP＋約４m、高さ約１７０m）

東京ドームシティ

計画建物

中低層の
住宅エリア

事務所
集積エリア

飯田橋駅中央地区
（TP＋約５m、高さ約１５０m）

飯田橋駅東地区
（TP＋約５m、高さ約１３０m）

富士見二丁目３番地区
（TP＋約１２m、高さ約１３０m）

界隈性のある
商業賑わいエリア

飯田橋サクラテラス
（TP＋約19m、高さ約１５０m）

計画地
（TP＋約４～８m、高さ約１８０m）

計画建物

飯田橋駅中央地区

後楽二丁目南地区

皇居周辺の風格ある景観誘導に関わる眺望点
（特に配慮すべき外濠景観を望むことができる眺望点）

① 市ヶ谷橋

② 皇居東御苑
（天守台南広場）

皇居周辺の風格ある景観誘導に関わる眺望点
（特に風格ある景観を望むことができる眺望点）

計画建物

飯田橋駅中央地区

④ 飯田橋一丁目交差点

計画建物

飯田橋駅中央地区

飯田橋駅東地区

③ 小石川後楽園
※小石川後楽園からは手前の後楽二丁目南地区の建物により、どの地点からも当建物は視認されない

小石川後楽園の景観誘導に関わる眺望点

後楽二丁目南地区
計画建物

飯田橋中央地区

1月最新案

【計画方針】

飯田橋駅周辺の高層建築物群と調和した、一体的なスカイラインの形成
•上位計画で定められる景観上重要な眺望点（皇居周辺・小石川後楽園※）からの見え方に配慮
した高さ・規模とする。

※小石川後楽園からは手前の後楽二丁目南地区の建物により、どの地点からも当建物は視認されない

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-２．遠景における景観形成の方針
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

② 周辺市街地へ配慮した高層棟の圧迫感低減遠景

中低層の住宅エリア
（絶対高さ制限20～30m）

後楽二丁目
南地区

A棟
（約180m）

A棟
（約180m

B棟
（約180m）

後楽二丁目
南地区

（約170m）

C棟
（約50m）

JCHO本館

中層の複合市街地（業務中心）
（絶対高さ制限40～50m）

JCHO別館

N

後背地側に配置するC棟は、周辺建物との
街並みの連続性や圧迫感の軽減に配慮し、
既存の絶対高さ制限（50m）内で計画

高層棟（A・B棟）は、病院機能を
継続可能な範囲内で配置

同規模の超高層建物が集積する
飯田橋駅側に寄せて高層棟を配置

高層棟の
建築可能範囲

配慮事項１） 後背住宅地に対する隣地間隔の確保、圧迫感の軽減

周辺市街地に対する
高層棟のセットバック
隣棟間隔の確保

【立地・景観特性】
•計画地は、飯田橋駅周辺の開発による高層化が進むエリアと、絶対高さ制限による中低層建物が広がるエリアの
中間に位置する。

•区域内には地域医療拠点の役割を担う病院を含んでおり、機能継続を前提とした整備が求められる。

【上位計画】
•神田川にも建築物の顔を向けた配置とする(東京都景観計画-神田川景観基本軸)

•隣地間隔や隣棟間隔を十分確保し、庭園からの眺望の開放感を阻害しないようにする(東京都景観計画-文化財
庭園等の眺望に配慮した景観誘導（小石川後楽園）)

【計画方針】

周辺に配慮した計画建物の規模及び配置の設定、圧迫感の低減

•飯田橋駅側は、周辺開発と同程度の規模の高層棟として計画することにより、拠点性を創出する。

•中低層の住宅が広がる後背地側は、既存の絶対高さ制限内の規模で計画し、
再開発に参画しない区域外建物を含む周辺建物との調和を図る。

• 再開発建物の建設工
事中も地域の重要な
医療拠点（ JCHO別
館建物）を機能継続し、
再開発ビル竣工後に
病院機能の一部機能
移転を検討中

• 再開発建物は既存の
JCHO別館建物に干
渉しない範囲で、駅前
の新たな拠点形成に
ふさわしい有効高度
利用を実現する計画
としている。

（参考）配棟計画の前提条件

１．事業区域の設定

２．地域医療を担う病院（JCHO別館）の機能継続

• 街区内において築
年数が浅いことなど
から再開発に参画し
ない意向の建物が
複数存在し、不整形
な区域形状となって
いるため、高層棟は
日影・斜線制限等が
厳しい北側を避けて
配置する必要がある。

高層棟の
建築可能範囲

再開発事業区域

JCHO
本館

JCHO別館

再開発建物
建設 工事中

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-２．遠景における景観形成の方針
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

② 周辺市街地へ配慮した高層棟の圧迫感低減遠景

【立地・景観特性】
•計画地は、飯田橋駅周辺の開発による高層化が進むエリアと、絶対高さ制限による中低層建物が広がるエリアの
中間に位置する。

【上位計画】
•隣地間隔や隣棟間隔を十分確保し、庭園からの眺望の開放感を阻害しないようにする(東京都景観計画-文化財
庭園等の眺望に配慮した景観誘導（小石川後楽園）)

【計画方針】

周辺に配慮した計画建物の規模及び配置の設定、圧迫感の低減
•高層棟は、後背市街地や病院に対する十分なセットバックを行うともに、分棟化により長大壁面を解消
し、さらに角度を付けた配棟により視線の抜けを確保し、圧迫感の低減を図る。

中低層の住宅エリア

後楽二丁目
南地区

A棟
（約180m）後楽二丁目

南地区
（約170m）

N

配慮事項２） 高層棟の分棟化、角度をつけた配置による都市景観への配慮

C棟
（約50m）

A棟
（約180m

B棟
（約180m）

２棟間の視線の抜けが確保でき
る配棟の向きとし、圧迫感の軽減

2棟間の角度をつけることによる隣棟間隔の確保
正対して並んで見えないことにより圧迫感の軽減

高層部の分棟配置による
長大壁面の解消

JCHO本館

新見附橋からの見え方（拡大）

角度を付けた分棟化により、遠景として高層棟
（A棟・B棟）は周辺建物と一体の群景として視認される

A棟B棟

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-２．遠景における景観形成の方針



13

※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

＜配置イメージ＞

JCHO別館の
想定敷地ライン

※同規模（容積率1050％）
を１棟で計画する場合

※壁面後退制限も同条件で
検討

１棟案の場合、北側及び南側に対して長大壁面となる一方、
計画案は、分棟化・角度をつけた配置により、圧迫感を低減

＜配置イメージ＞

JCHO別館の
想定敷地ライン

【２】神楽坂下交差点
（皇居周辺の風格ある景観誘導に関わる眺望点）

【１】新隆慶橋交差点
（計画地北側）

計
画
案
（角
度
を
付
け
た
分
棟
案
）

検
討
案
②
（分
棟
案
）

検
討
案
①
（１
棟
案
）

＜配置イメージ＞

【３】市ヶ谷橋
（皇居周辺の風格ある景観誘導に関わる眺望点）
★特に配慮すべき外濠景観を望むことのできる眺望点

後楽二丁目
南地区

B棟

後楽二丁目
南地区

後楽二丁目
南地区

計画建物

B棟
後楽二丁目
南地区

計画建物

B棟

A棟

B棟
後楽二丁目
南地区

A棟

後楽二丁目
南地区

A棟

A棟

計画建物（1棟）
後楽二丁目
南地区

B棟 後楽二丁目
南地区

A棟

B棟 後楽二丁目
南地区

A棟

JCHO別館の
想定敷地ライン

B棟

A棟

B棟

A棟

住宅

事務所

会議室等
店舗

宿泊施設

（右図）断面構成イメージ

◎分棟化により長大壁面を解消
▲２棟の正対する範囲が広い

◎最低限の離隔を確保しつつ、
角度を付けることにより

圧迫感を軽減

（参考）高層部ボリューム

見え方の比較

計画地

（３）神楽坂下交差点

500m

（１）新隆慶橋交差点

後楽二丁目南
地区（２）筑土八幡町

交差点

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-２．遠景における景観形成の方針
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

③ 品格ある高層部の景観の形成

【立地・景観特性】
•周辺には隣接するJCHO本館やマンション、目白通り沿いのオフィスビルなど横連窓の建物が多く建ち並んでいる

【上位計画】
•首都東京が有する歴史性と象徴性を併せ持った風格あるランドマークや眺望景観 （東京都景観計画)

•形態意匠は、伝統と現代が重なった粋なデザインとするなど、外濠周辺の歴史あるおもむきと調和した質の高いもの、
風格のあるものとする(J)

•駅前の賑わい拠点に相応しい形態意匠とする （新宿区景観形成ガイドライン）
•駅前の角地に位置する建築物は、まちなみのシンボルとなることを考慮した意匠とする （新宿区景観形成ガイドライン）

遠景

目白通りのつきあたりに
スケール感を有する

ランドマークとなる空間を
立体的に配置

①目白通りのつきあたりに当地区を見る

水平基調の共通したデザインで一体感
と品格を感じられる街並みを形成

②放射25号線から当地区を見る

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計

画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260410_受領_CG更新版

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計

画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260410_受領_CG更新版

【計画方針】

飯田橋駅前の風格や象徴性を意識した高層部の景観

• 視認性の高い道路つきあたりの建物中層部から高層部に、 視認されやすいスケール感を
有したランドマークとなる空間を立体的に配置し、飯田橋駅前の拠点として風格や象徴性
が感じられる高層部の景観形成を図る

周辺建物も含めた一体感や品格ある景観を生み出す高層部の景観

• 用途が異なる2棟の高層部の水平基調の共通したデザインにより、
街区全体での一体感や周辺建物との調和を図りながら、品格ある街並みを形成する

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-２．遠景における景観形成の方針

〈飯田橋駅前の拠点としての風格や象徴性を表現するランドマークとなる空間〉 〈周辺建物とも調和を図った2棟の共通した建物デザイン〉
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

３F（デッキ階）

店舗 店舗

共用部
（ラウンジ）

EV

１Fから
１Fへ

（ESC）

JR飯田橋駅方面

後楽方面

ガラスアトリウム

立体広場
（３階）

１F

店舗 店舗

EV 目
白
通
り

上部ガラスアトリウム

（ESC）

（階段）

B１Fへ

３Fへ

B１Fから

立体広場
（1階）

JR飯田橋駅方面

B１Fから

３Fから

① 飯田橋駅前におけるシンボル性の高いまちの顔の形成中景

【立地・景観特性】
•計画地は、周辺の主要な幹線道路（目白通り・大久保通り・外堀通り）が交差する、飯田橋駅前のアイストップとなる立地。

【上位計画】

• 駅とまちをつなぐ“印象的で分かりやすい”空間の整備（飯田橋駅周辺基盤整備計画）

• ゆとりある通行機能及び人々が交流・滞留できる機能を備えた、まちの顔となる広場空間を整備（同上）

• 周辺の景観・デザインの連続性に配慮し、地上と地下が一体となった視認性の高い駅まち空間として改良整備(同上）

• 五差路付近や地下鉄出入口周辺などにおける、待ち合わせや憩い・交流の場となる多層に繋がる印象的な滞留空間の整
備（飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン）

• 駅前の角地に位置する建築物は、まちなみのシンボルとなることを考慮した意匠とする （新宿区景観形成ガイドライン）

• アイストップとなる道路の折れ曲がり部分や突き当たり部分などを活かした景観をつくる（同上）

〈アトリウム空間と存在感のある樹木によるランドマーク〉

駅や各道路からアイストップとなる
アトリウム空間と樹木

①JR飯田橋駅方面のデッキ上から当地区を見る

• 景観資料上は「立体広場」に統一
×駅前広場、広場1号

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計
画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260414_受領_CG更新版２

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計
画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260414_受領_CG更新版２

※歩行者デッキの形状、デザイン等については施設管理者等により検討中であり、イメージです。今後関係者と連携しながら調整していきます。

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-３．中景における景観形成の方針

【計画方針】

飯田橋駅前・五差路のランドマークとなるアトリウム空間（立体広場）の形成

•各道路や飯田橋駅からアイストップとなる五差路交差点に面して、多層のアトリウム空間や
存在感のある樹木による象徴的なランドマーク空間を形成する

•アトリウム空間は駅とまちをつなぐ歩行者動線の結節空間、駅利用者や歩行者の滞留空間、
地下鉄駅への動線を示す出入口空間を兼ねるとともに、人々が滞留、移動する様子や店舗
の賑わい等が表出し、アトリウム空間全体で飯田橋駅前に賑わいを感じさせる印象的な空
間とする

①



16

※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

① 飯田橋駅前におけるシンボル性の高いまちの顔の形成中景

【立地・景観特性】
•計画地は、周辺の主要な幹線道路（目白通り・大久保通り・外堀通り）が交差する、飯田橋駅前のアイストップとなる立地。

【上位計画】

• 駅とまちをつなぐ“印象的で分かりやすい”空間の整備（飯田橋駅周辺基盤整備計画）

• ゆとりある通行機能及び人々が交流・滞留できる機能を備えた、まちの顔となる広場空間を整備（同上）

• 周辺の景観・デザインの連続性に配慮し、地上と地下が一体となった視認性の高い駅まち空間として改良整備(同上）

• 五差路付近や地下鉄出入口周辺などにおける、待ち合わせや憩い・交流の場となる多層に繋がる印象的な滞留空間の整
備（飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン）

• 駅前の角地に位置する建築物は、まちなみのシンボルとなることを考慮した意匠とする （新宿区景観形成ガイドライン）

• アイストップとなる道路の折れ曲がり部分や突き当たり部分などを活かした景観をつくる（同上）

〈動線や滞留空間等を内包し賑わいを形成するアトリウム空間〉

駅や各道路からアイストップとなる
アトリウム空間

①JR飯田橋駅方面のデッキ上から当地区を見る

３F（デッキ階）１F

店舗 店舗
店舗 店舗

共用部
（ラウンジ）

EV EV

１Fから
１Fへ

飯田橋
横断歩道橋
（再整備後）

目
白
通
り

上部ガラスアトリウム

（ESC）

（ESC）

（階段）

B１Fへ
３Fへ

B１F
から

JR飯田橋駅方面

後楽方面

立体広場
（1階）

ガラスアトリウム

JR飯田橋駅方面 ①②

B１Fから

３Fから

立体広場
（３階）

• 景観資料上は「立体広場」に統一
×駅前広場、広場1号

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計
画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260414_受領_CG更新版２

地下鉄への動線を示す出入口
（※地下鉄改札階と接続の方針で調整中）

②飯田橋交差点の横断歩道から当地区を見る

大きく存在感のある樹木
によるアイストップ

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計
画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260414_受領_CG更新版２

【計画方針】

飯田橋駅前・五差路のランドマークとなるアトリウム空間（立体広場）の形成

•各道路や飯田橋駅からアイストップとなる五差路交差点に面して、多層のアトリウム空間や
存在感のある樹木による象徴的なランドマーク空間を形成する

•アトリウム空間は駅とまちをつなぐ歩行者動線の結節空間、駅利用者や歩行者の滞留空間、
地下鉄駅への動線を示す出入口空間を兼ねるとともに、人々が滞留、移動する様子や店舗
の賑わい等が表出し、アトリウム空間全体で飯田橋駅前に賑わいを感じさせる印象的な空間
とする

※歩行者デッキの形状、デザイン等については施設管理者等により検討中であり、イメージです。今後関係者と連携しながら調整していきます。

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-３．中景における景観形成の方針

①

大江戸線
改札階

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

ガラスアトリウム

大
久
保
通
り

EV

２F 共用部

３F 店舗

４F オフィスロビー

●

●

● ▽B３FL（TP-
15.4m）

１F 店舗
▽１FL

（TP+4.7m）

飯田橋
横断歩道橋

共用部

吹抜

※展開断面として表現しており、一部実際の計画と異なる場合があります。
※地下鉄大江戸線の接続については接続の方針で、調整中です。

（ESC） （階段）

B3F地下鉄接続空間
（※）

●

●

JR飯田橋駅
（東口）

ホーム階

改札階

（デッキ階）
▽３FL（TP+１２.7m）

滞留空間、店舗などを内包し、
人が滞留、移動する様子や

賑わいを表出

３F（デッキ階）

店舗 店舗
共用部

（ラウンジ）

EV

１Fから
１Fへ

（ESC）

JR飯田橋駅方面

後楽方面

ガラスアトリウム

立体広場
（３階）

１F

店舗 店舗

EV 目
白
通
り

上部ガラスアトリウム

（ESC）

（階段）

B１Fへ
３Fへ

B１Fから

立体広場
（1階）

JR飯田橋駅方面

B１Fから

３Fから

②
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

②神田川沿いのみどりが感じられ落ち着いた景観形成中景

【計画方針】

圧迫感や閉塞感の軽減に配慮し、神田川と調和した落ち着いた顔づくり

•目白通りや高速道路、対岸街区からの見え方や神田川の閉塞感を軽減に配慮し、
A棟は神田川沿いに対しても顔を向けた建物配置とし、中・低層部は開放的な設えとする

•神田川に対して長大壁面とならないような分節した建物デザインとし、隣接する建物との街
並みの連続性にも配慮する

【立地・景観特性】
•神田川上部に高架の高速道路が通り、対岸街区（文京区側）との心理的・視覚的な境界となっている

【上位計画】
•神田川沿いの散策路や橋梁などの周辺の主要な眺望点からの見え方に配慮する（東京都景観計画-神田川景観基本軸）

•神田川にも建築物の顔を向けた配置とする（同上）

•外壁は、神田川に面して長大な壁面を避けるなど、圧迫感の軽減を図る（同上）

•神田川沿いにオープンスペースを確保し、隣接するオープンスペースと連続性を持たせる（同上）

• 道路に面した場所などにおける、人の目にとまりやすいみどりの整備（飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン）

後楽二丁目
南地区

飯田橋交差点
①

神田川

C棟

神田川の水辺空間や目白通り
の街路樹、対岸街区と調和する

みどり感じる景観形成

B棟

A棟

神田川に対して
顔を向ける
建物配置

交差点および
神田川や目白通り、

首都高に対しする顔向け
（開放的な設え）

神田川に対して顔を向ける建物配置

①外堀通りの飯田橋交差点から神田川と当地区を見る

交差点や神田川に対して
開放的に開く中低層部の設え

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計
画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260414_受領_CG更新版２

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計
画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260414_受領_CG更新版２

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-３．中景における景観形成の方針

神田川に対して長大壁面と
ならないよう壁面の分節化

※歩行者デッキの形状、デザイン等については施設管理者等により検討中であり、イメージです。今後関係者と連携しながら調整していきます。

〈神田川に対しても顔を向けた建物配置や開放的な設えや分節した建物デザインによる街並みの連続性〉
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

②神田川沿いのみどりが感じられ落ち着いた景観形成中景

【計画方針】

神田川と調和したみどりによる景観形成

•人の目に留まりやすい目白通り沿いのA棟低層部や歩道状空地において緑化を行い、
神田川の水辺空間や目白通りの街路樹（クスノキ）、対岸街区と調和するみどり感じる景観形成
を図る

【立地・景観特性】
•目白通り沿いには連続した街路樹による足元空間が形成されている

•神田川上部に高架の高速道路が通り、対岸街区（文京区側）との心理的・視覚的な境界となっている

【上位計画】
•外壁は、神田川に面して長大な壁面を避けるなど、圧迫感の軽減を図る（東京都景観計画-神田川景観基本軸）

•神田川沿いにオープンスペースを確保し、隣接するオープンスペースと連続性を持たせる（同上）

• 道路に面した場所などにおける、人の目にとまりやすいみどりの整備（飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン）

• 幹線道路沿道の良好なみどりによる景観づくり（新宿区みどりの基本計画)

神田川に対して長大壁面と
ならないよう壁面の分節化

神田川に対して
開放的な低層部の設え

②後楽方面のデッキから当地区を見る

目白通り沿いの緑化

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計
画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260414_受領_CG更新版２

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計
画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260414_受領_CG更新版２

※歩行者デッキの形状、デザイン等については施設管理者等により検討中であり、イメージでです。今後関係者と連携しながら調整していきます。

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-３．中景における景観形成の方針

後楽二丁目
南地区

飯田橋交差点
①

神田川

C棟

神田川の水辺空間や目白通り
の街路樹、対岸街区と調和する

みどり感じる景観形成

B棟

A棟

神田川に対して
顔を向ける
建物配置

交差点および
神田川や目白通り、

首都高に対しする顔向け
（開放的な設え）

〈神田川とも調和したみどり感じる景観形成〉
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

①大久保通り沿いの賑わいやみどりの連続性を意識した低層部の景観形成近景

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計

画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260410_受領_CG更新版

【立地・景観特性】
• 大久保通りは街路樹が連続的に並んだ高低差のある坂道で、沿道の低層部は店舗が並び連続的な賑わいが
感じられる通り空間を形成している

• 神田川、外濠の水辺空間、筑土八幡神社などの社寺や公園のみどり、幹線道路沿いの街路樹など豊かな緑
化空間が形成されているものの、地区周辺には公園や広場等が少ない。

• 近傍の神楽坂通りでは、小さな間口の店舗が軒を連ね、趣のある街並み・界隈性のあるヒューマンスケールな賑
わいを形成している。

【上位計画】
•変化に富んだ地形、神田川・外濠などの水辺などを新宿区の景観の財産として景観形成を誘導（新宿区まち
づくり長期計画「都市マスタープラン」 ）

•低層部は開放的なつくりとし、賑わいを感じさせる沿道景観を形成する（新宿区景観形成ガイドライン）

•誰もが利用しやすい居心地の良い空間やゆとりある都市空間、地域コミュニティの場となる新たな賑わい空
間等の創出（新宿区景観まちづくり計画）

•歩行者空間と一体となった様々な規模の滞留空間、多層に繋がる広場など、多機能で誰もが使いやすい
オープンスペースの整備（新宿区飯田橋駅前地区基盤整備ビジョン）

【計画方針】

大久保通りの高低差を活かした賑わいやみどりが感じられる空間を
建物低層部と広場空間の一体で形成する

•大久保通りに面した低層部における商業空間の配置と開放的な設えとする

•歩行者空間沿いには時間帯や平日休日問わず多様な利用者が滞留出来る滞留空間をステップ状
に配置し、通り面した賑わいが連続的に視認される設えとする

•道路勾配に沿った大久保通り沿いの滞留空間、中央の広場空間、建物低層部の商業空間とテラス
の複層的な賑わいを配置し、通りから広場と建物の一体での賑わいが見通せる景観を形成

①地域広場内

大久保通り沿いにおける
開放的な商業空間の設え

地域の交流空間となる広場 多様な歩行者が憩い、滞留する風景で
大久保通り沿いに賑わいを形成する

沿道テラス空間

店舗

テラス

テラス

店舗

ﾎﾃﾙｴﾝﾄﾗﾝｽ

住宅
ｻﾌﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ

店舗

店舗

店舗

店舗

店舗

立体広場

店舗

広場等

テラス テラス

1階平面図

広場と一体的な賑わい空間を
形成する開放的な商業空間多目的に利用でき、地域の賑わい・交流

の場となる平場の広場空間

誰もが気軽に憩える
沿道の滞留空間

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-４．近景における景観形成の方針

〈大久保通りに面した広場と店舗・テラスによる一体的な賑わい形成〉
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

①大久保通り沿いの賑わいやみどりの連続性を意識した低層部の景観形成近景

外濠から筑土八幡神社へとみどりを
つなぐ沿道の歩行者空間における列植

滞留環境を向上する植栽に
よる居心地の良い広場空間

②大久保通り沿いの歩行者空間（歩道状空地）

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計

画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260410_受領_CG更新版

【立地・景観特性】
• 大久保通りは街路樹が連続的に並んだ高低差のある坂道で、沿道の低層部は店舗が並び連続的な賑わいが
感じられる通り空間を形成している

• 神田川、外濠の水辺空間、筑土八幡神社などの社寺や公園のみどり、幹線道路沿いの街路樹など豊かな緑
化空間が形成されているものの、地区周辺には公園や広場等が少ない。

【上位計画】
•誰もが利用しやすい居心地の良い空間やゆとりある都市空間、地域コミュニティの場となる新たな賑わい空
間等の創出（新宿区景観まちづくり計画）

•変化に富んだ地形、神田川・外濠などの水辺などを新宿区の景観の財産として景観形成を誘導（新宿区まち
づくり長期計画「都市マスタープラン」 ）

•外濠のみどりとの連続性を確保し、潤いのある空間の創出(新宿区景観まちづくり計画)

•周辺のみどりと、駅周辺のまちづくりによって新たに創出されるみどりがつながる、面的な緑のネットワー
クを拡大（飯田橋駅周辺基盤整備計画）

•幹線道路沿道の良好なみどりによる景観づくり（新宿区みどりの基本計画)

【計画方針】

みどり豊かで居心地の良い広場空間・歩行者空間の形成

•周辺の地域コミュニティ空間、まちへの新たな来訪者や滞在者を誘引する魅力的なオープンス
ペース、隣接する病院と連携したウェルビーイング空間として、滞留環境の向上に寄与する植栽等
により、誰もが利用しやすく、居心地のよい広場空間を形成

•歩行者空間に快適な木陰を形成する樹木の列植により、外濠から筑土八幡神社をつなぐ連続的
な緑化空間を強化する

店舗

テラス

テラス

店舗

ﾎﾃﾙｴﾝﾄﾗﾝｽ

住宅
ｻﾌﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ

店舗

店舗

店舗

店舗

店舗

立体広場

店舗

広場等

テラス テラス

②

1階平面図

滞留環境の向上に寄与する植栽による
居心地の良い広場空間の形成

外濠から筑土八幡神社へとみどりを
つなぐ沿道の歩行者空間における列植

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-４．近景における景観形成の方針

〈外濠から筑土八幡神社へとみどりをつなぐ歩行者空間〉
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

② 周辺市街地との連続性を意識したヒューマンスケールな歩行者回遊空間の形成近景

【立地・景観特性】
• 計画地南側には、神楽坂を中心とした商業エリアにおいて、ヒューマンスケールな歩行者空間に店舗が建ち並び、
界隈性のある賑わいが形成されている

• 計画地の北西側は比較的建物高さの低いJCHO外来棟や集合住宅などが建ち並び、生垣などの緑化により落ち
着いた街並みが形成されている

• 北側の新小川町エリアは居住系機能を中心に業務系用途が混在した市街地が広がっている

【上位計画】
• 神楽坂や外濠の景観に配慮した、良好な景観の形成を図る（新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」）

• 外壁等を自然素材や落ち着きのある色彩、歴史を偲ぶ外構などとした、神楽坂や外濠と調和したデザイン(飯田橋
駅前地区基盤整備ビジョン)

• ファサードの連続性を意識し、落ち着いた形態意匠とする （新宿区景観形成ガイドライン）

歩行者通路空間に面して居住者や通行者
の憩いや賑わいが感じられる機能の配置

↑ 更新後パースでも説明できる？

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計

画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260410_受領_CG更新版

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計

画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260410_受領_CG更新版

【計画方針】

飯田橋駅と後背地をつなぐ回遊動線や結節空間の形成
•飯田橋駅から後背地の各方面をつなぐ歩行者動線は近隣の神楽坂エリアとの連続性に配慮し、
歩行者動線に面して居住者や通行者が休憩できる空間等を配置して、人と人、人とモノの偶発
的な出会いを誘発するような賑わいや憩いが感じられるヒューマンスケールな回遊空間とする

•後背地との結節部では、周辺のみどりと呼応する緑化空間を形成したり、周辺建物とスケール
感を合わせて、後背地との街並みの連続性に配慮することで、新小川町方面からの通行者を迎
え入れるゲート空間を形成する

【計画方針】

飯田橋駅と後背地をつなぐ回遊動線や結節空間の形成

•飯田橋駅から後背地の各方面をつなぐ歩行者動線は近隣の神楽坂エリアとの連続性に配慮し、
賑わいや憩いが感じられるヒューマンスケールな回遊空間とする

①地区内の歩行者通路空間住宅ﾗｳﾝｼﾞ

事務所

住宅
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

C棟

A棟

B棟 店舗

ﾎﾃﾙｴﾝﾄﾗﾝｽ

店舗

店舗 店舗
店舗

店舗 店舗

ﾗｳﾝｼﾞ

立体広場

1階平面図

店舗

広場

店舗

店舗

店舗

店舗
ﾎﾃﾙｴﾝﾄﾗﾝｽ

事務所

住宅
ｻﾌﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ

店舗

店舗

店舗

店舗 店舗 店舗

立体広場

店舗

①

目
白
通
り

区道36-880号線

３階平面図

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-４．近景における景観形成の方針

〈住民や通行者が行きかい、憩うヒューマンスケールな歩行者通路空間〉
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

住宅ﾗｳﾝｼﾞ

事務所

住宅
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

C棟

A棟

B棟 店舗

ﾎﾃﾙｴﾝﾄﾗﾝｽ

店舗

店舗 店舗
店舗

店舗 店舗

ﾗｳﾝｼﾞ

立体広場

1階平面図

店舗

広場

店舗

店舗

店舗

店舗
ﾎﾃﾙｴﾝﾄﾗﾝｽ

事務所

住宅
ｻﾌﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ

店舗

店舗

店舗

店舗 店舗 店舗

立体広場

店舗

② 周辺市街地との連続性を意識したヒューマンスケールな歩行者回遊空間の形成近景

【立地・景観特性】
• 計画地南側には、神楽坂を中心とした商業エリアにおいて、ヒューマンスケールな歩行者空間に店舗が建ち並び、
界隈性のある賑わいが形成されている

• 計画地の北西側は比較的建物高さの低いJCHO外来棟や集合住宅などが建ち並び、生垣などの緑化により落ち
着いた街並みが形成されている

• 北側の新小川町エリアは居住系機能を中心に業務系用途が混在した市街地が広がっている

【上位計画】
• 神楽坂や外濠の景観に配慮した、良好な景観の形成を図る（新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」）

• 外壁等を自然素材や落ち着きのある色彩、歴史を偲ぶ外構などとした、神楽坂や外濠と調和したデザイン(飯田橋
駅前地区基盤整備ビジョン)

• ファサードの連続性を意識し、落ち着いた形態意匠とする （新宿区景観形成ガイドライン）

後背地になじみやすく圧迫感を抑えた
沿道の緑化空間周辺建物と同等のスケール感の連続性

に配慮して後背地からの通行者を迎え
入れるゲート空間

②B棟裏の後背地との結節部

歩行者通路空間に面して居住者や通行者
の憩いや賑わいが感じられる機能の配置

↑ 更新後パースでも説明できる？

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計

画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260410_受領_CG更新版

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計

画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260410_受領_CG更新版

【計画方針】

飯田橋駅と後背地をつなぐ回遊動線や結節空間の形成
•飯田橋駅から後背地の各方面をつなぐ歩行者動線は近隣の神楽坂エリアとの連続性に配慮し、
歩行者動線に面して居住者や通行者が休憩できる空間等を配置して、人と人、人とモノの偶発
的な出会いを誘発するような賑わいや憩いが感じられるヒューマンスケールな回遊空間とする

•後背地との結節部では、周辺のみどりと呼応する緑化空間を形成したり、周辺建物とスケール
感を合わせて、後背地との街並みの連続性に配慮することで、新小川町方面からの通行者を迎
え入れるゲート空間を形成する

【計画方針】

飯田橋駅と後背地をつなぐ回遊動線や結節空間の形成

•後背地との結節部では、隣接地に馴染みやすく、圧迫感を抑えた繊細で柔らかなみどり景観の形
成や、周辺建物とスケール感を合わせて、後背地との街並みの連続性に配慮しながら、新小川町
方面からの通行者を迎え入れるゲート空間を形成する

３階平面図

②

目
白
通
り

区道36-880号線

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-４．近景における景観形成の方針

〈周辺環境との調和に配慮して通行者を迎え入れる後背地との結節部〉
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

① 飯田橋駅前に相応しい風格・品格ある象徴的な夜間景観の形成 ② 周辺市街地へ配慮した落ち着きを感じる夜間照明計画夜景

【立地・景観特性】
• 外濠や神楽坂などを含む風格や歴史を感じる地区周辺では、落ち着いた雰囲気の夜間景観が形成

【上位計画】
• 首都東京が有する歴史性と象徴性を併せ持った風格あるランドマークや眺望景観 （東京都景観計画)

• 皇居周辺では、豊かな自然環境や生態系に配慮し、皇居の森やお濠の暗さを生かした美しく落ち着き
のある印象的な夜間景観を形成（東京都景観計画)

• 幹線道路は、機能的な明るさを確保した上で、都市軸として連続性のある夜間景観を形成（東京都景
観計画）

• 夜間の景観に配慮し、周辺の景観に応じた照明を行う。特に外堀通り沿いでは、魅力的な夜間景観の
創出に配慮し、外濠の歴史あるおもむきと調和した照明を行う（新宿区景観まちづくり計画）

▼１枚構成事例（北青山）

▼2枚構成事例（35PRE）

外濠

神楽坂

〈周辺と調和した夜間景観を形成する建物照明計画の方針〉地区周辺の特徴的な夜間景観

賑わい必要
か？

駅前におけるまちの顔として相応しい
風格・品格ある象徴的な頂部の照明計画

幹線沿いの夜間景観の
連続性に配慮した照明計画

安全な歩行者空間を創出する、
列植に合わせた落着きある照明計画

駅前の交差点に面する
風格・品格ある象徴的な照明計画

周辺の住宅市街地に
配慮した、落ち着き・
温かみのある照明計画

地区周辺

地区内の歩行者通路の
安全性・視認性を確保し、

神楽坂との連続性に配慮した
足元の照明計画

▼アルセアタワー

▼活力とにぎわいの拠点地区（新小岩）

▼品川駅街区▼飯田橋グランブルーム▼虎ノ門ヒルズ ビジネスタワー

美しく落ち着きのある印象的な中層部の照明計画

編集データ

4/15差し替え済み
C:¥Users¥hisanaga-k¥OneDrive - NIHON SEKKEI, INC¥下宮比¥5_基本計

画¥12_セクション間受け渡し¥5000-CG¥260410_受領_CG更新版

【計画方針】

飯田橋駅前に相応しい風格・品格ある象徴的な頂部の夜間景観の形成
•高層棟頂部は、駅前に相応しい風格・品格ある象徴的な照明計画とする。
•幹線道路沿いでは夜間景観の連続性に配慮する。

美しく落着きのある印象的な中層部の照明計画
•高層棟中層部は、美しく落ち着きのある印象的な照明計画とする。

神楽坂との連続性や歩行者空間の安全性・周辺市街地に配慮した落ち着きのある照明計画
•地区内の歩行者通路は、夜間の安全性・視認性を確保した照明計画とする。
•西側/北側の区道沿いや地区内の住宅エントランスまわりは、周辺の住宅市街地に配慮した、落ち着き・温かみ
のある照明計画とする。

〈周辺と調和した夜間景観を形成する建物照明計画の方針〉

幹線沿いの夜間景観の連
続性に配慮した照明計画

安全な歩行者空間を創出する、
列植に合わせた落着きある照明計画

駅前の交差点に面する
風格・品格ある象徴的な照明計画

周辺の住宅市街地に
配慮した、落ち着き・
温かみのある照明計画

地区内の歩行者通路の
安全性・視認性を確保し、

神楽坂との連続性に配慮した
足元の照明計画

Ⅳ．景観形成の方針 Ⅳ-５．夜景における景観形成の方針
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

◎各ゾーン共通

• 防風植栽として配置する高木は、機
能性を考慮し、風に強く、飯田橋周辺
地域のみどりとの連続性を考慮して
シラカシ等とする。

• その他の高木は、下草への適度な日
当たり等を考慮し、常緑樹と落葉樹
をバランスよく組み合わせて配置す
る。

（各ゾーンごとの考え方は下記参照）

• 歩行環境の快適性（暑熱環境緩和）
を考慮し、心地よい緑陰空間を形成
できる一定の大きさの樹木（８ｍ程
度）を植栽し、ゆとりある下枝高さを
確保する。

■ 高木

ヤマボウシ

• 隣接地側に馴染みやすく、圧迫感を抑えた繊細で柔ら
かなみどり景観の形成を意識した樹種選定とする。

• 四季の変化を感じられる落葉樹を基本とし、日陰環境
にも比較的適応しやすいヤマボウシやモミジ類等を採
用することで、居心地の良いヒューマンスケールな緑
化空間を創出する。

モミジ

• 街路樹のオオムラサキツツジと調和する、ツツジ類を主体としながら、冬期の景観にも
配慮して常緑樹と落葉樹を組み合わせて選定する。

• 適度な緑化ボリュームと空間の親和性に配慮し、花が咲く木や実のなる木など、季節感
や彩りを感じられる植栽選定とする。

• 日当たりの状況を考慮し、陽が入りにくい場所は耐陰性のある樹種選定とする。

• 枝下空間が確保された高木と植込みの高さを抑えた低木を組み合わせて植栽すること
で、通りから建物低層部や広場等へ目線が通る植栽計画とする。

■ 低木

大久保通り・目白通りの街路樹 オオムラサキツツジツツジ

目
白
通
り

飯田橋交差点

区道36-880

B棟

A棟

C棟

【大久保通り 主要な街路樹】

・モミジバフウ 7m程度
・オオムラサキツツジ H0.7m程度

【目白通り 主要な街路樹】
・クスノキ 8m程度
・オオムラサキツツジ H1m程度

高木

防風植栽

低木植栽帯

クスノキ

• 近隣の神楽坂との連続性にも配慮し、伸びやかな樹
形と豊かな樹冠により快適な木陰を提供し、落葉樹な
らではの新緑や紅葉など四季の変化を感じられるケ
ヤキ等を採用する。

• 休憩や交流など広場の多様なアクティビティに対し、
滞留環境の向上に寄与する樹種選定とする。

• 目白通りの街路樹との連続性や調和を踏まえた樹種
選定とする。

• 常緑樹として年間を通じて緑量を確保するとともに、
歩行者空間の快適性向上に寄与する広がりと厚みを
持った緑空間の形成を目指し、葉張りが豊かで緑陰を
提供するクスノキ等を採用する。

目白通りの街路樹 クスノキ神楽坂のケヤキ並木ケヤキ

ナンテンアセビ ヒュウガミズキ ユキヤナギヒサカキ

2.大久保通り広場

シラカシ 飯田橋セントラルプラザ 沿道のみどり

• 交差点や駅前広場に適したスケール感のある緑量か
つ、樹冠が大きく視認性の高い存在感のある常緑高
木を配置する。

• 防風植栽としての機能性を考慮し、風に強く、飯田橋
周辺地域のみどりとの連続性を考慮してシラカシ等と
する。

1. 立体広場周辺 2. 大久保通り沿道・広場 4. 西・北側区道沿道・緩衝緑地３. 目白通り沿道

※外構計画および樹種の選定については、基本設計段階以降に検討を深度化し、継続協議を行います。

•樹種選定にあたっては、都市環境下における生育安定性や維持管理性に配慮するとともに、在来種を中心として四季の変化を感じられる多様な樹種
を組み合わせ、潤いと親しみのあるみどり景観の形成を図る。

•また、街路樹や周辺のみどりとの連続性に配慮し、外濠沿いに見られる骨格的で伸びやかな高木景観を継承しつつ、神楽坂周辺の路地的スケールや
後背の住宅市街地の落ち着きある街並みに調和する、繊細で季節感のある樹種等を組み合わせることで、周辺と調和しつつ、地区全体として一体感
のあるみどり景観の形成を目指す。

•外構床の仕上げは天然石（ライトグレー）を主体とする。
•デッキ・テラスの仕上げはウッドデッキを主体とする。
•軽微な擁壁（広場の段差部など）がある場合は天然石（黒系）を主体とする。
•歩行者ネットワークに面する隣地に配慮し、一部縦ルーバー（木調）を設置
する。

■ 植栽イメージ（想定）■ 外構計画

歩行者デッキ
の形状消し

2
大久保通り沿道

地域広場

1
立体広場周辺

Ⅴ．施設計画案 Ⅴ－１．外構計画

3
目白通り沿道

４
西・北側区道沿道

緩衝緑地



25

※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

公園

B棟
（住宅棟）

C
棟

地域広場

N

地域広場等

A棟

C棟

立体広場

B棟

視点場①

視点場①（A棟・B棟）

※外装・色彩については、基本設計段階以降に検討を深度化し、継続協議を行います。■外装計画

• 主要用途がオフィスのA棟はガラスカーテンウォールが主要な外装材となり、主要用途が住宅のB棟は、バルコニーのある表情となる。
• A棟とB棟の高層棟は横基調のデザインとすることで一体感のあるデザインとする。A棟は水平フィン、B棟はバルコニーのPCを用いて横基調のデザインを表現する。
• 色彩計画について、低層部の目につく部分にはは広場の緑になじみ温かみが感じられる木調色を採用し、それ以外には暗色を用いて木調色が強調されるように計画する。
• 高層棟と低層棟を一体的にデザインするため、高層棟の水平材は低層部と同じような木調色を採用する。

※歩行者デッキの形状、デザイン等については施設管理者等により検討中であり、イメージです。今後関係者と連携しながら調整していきます。

Ⅴ．施設計画案 Ⅴ－２．外装計画
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

公園

B棟
（住宅棟）

C
棟

地域広場

N

公園 地域広場等

A棟

C棟

立体広場

B棟

視点場➁

視点場②（C棟）
北側立面図

※外装・色彩については、基本設計段階以降に検討を深度化し、継続協議を行います。

凡例 素材 表面仕上 色彩

A ガラスカーテンウォール ー 透明色（ガラス）

B アルミカーテンウォール 塗装
透明色（ガラス）

N2（サッシ）

C アルミ（水平フィン） 塗装 7.5YR 8/3

D
アルミカーテンウォール

＋アルミルーバー
塗装

N7（ルーバー）

透明色（ガラス）

E アルミルーバー 塗装 N7

F アルミ 塗装 N１

G ガラススクリーン ー 透明色（ガラス）

H アルミサッシ 塗装
透明色（ガラス）

N4（サッシ）

凡例 素材 表面仕上 色彩

I PC 塗装
7.5YR 8/3（水平フィン部）

N2（幕板部）

J ALC（バルコニー壁） 塗装 N4

K ガラス（手摺） ー 透明色（ガラス）

L アルミサッシ 塗装
透明色（ガラス）

N2（サッシ）

M
アルミルーバー

(ピッチ200、開口率50％)
塗装 7.5YR 8/3

N アルミサッシ 塗装
透明色（ガラス）

7.5YR 8/3（サッシ）

O
アルミサッシ

+アルミルーバー
塗装

透明色（ガラス）

N4（サッシ）

7.5YR 8/3（ルーバー）

■外装計画

Ⅴ．施設計画案 Ⅴ－２．外装計画

• 主要用途がオフィスのA棟はガラスカーテンウォールが主要な外装材となり、主要用途が住宅のB棟は、バルコニーのある表情となる。
• A棟とB棟の高層棟は横基調のデザインとすることで一体感のあるデザインとする。A棟は水平フィン、B棟はバルコニーのPCを用いて横基調のデザインを表現する。
• 色彩計画について、低層部の目につく部分にはは広場の緑になじみ温かみが感じられる木調色を採用し、それ以外には暗色を用いて木調色が強調されるように計画する。
• 高層棟と低層棟を一体的にデザインするため、高層棟の水平材は低層部と同じような木調色を採用する。



27

※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

(１)新見附橋

(２)水道橋交差点

(３）大曲交差点

1000m

500m

N

（１）新見附橋

後楽二丁目南地区 飯田橋駅中央地区
現況 計画後

現況 計画後

後楽二丁目南地区

（２）水道橋交差点

（３）大曲交差
点

飯田橋駅中央地区

後楽二丁目南地区

現況 計画後

Ⅵ．景観シミュレーション
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※計画内容については、今後の関係行政機関との協議及び詳細検討により一部変更となる場合があります。

（６）飯田橋交差点

現況 計画後

（４）筑土八幡神社

後楽二丁目南地区

飯田橋駅中央地区

現況 計画後

（５）神楽小路

現況 計画後

(６)飯田橋交差点

(４）筑土八幡神社

(５)神楽小路

1000m

500m

N

Ⅵ．景観シミュレーション

※神楽坂エリアの路地空間は幅員が狭いため、計画建物は、路地に面する沿道建物に隠れて、基本的に視認されにくい傾向にある。
ただし、神楽小路などからは突き当りに計画建物が視認される。
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